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こころを つなぐ まちづくり

人権感覚の育成と学習力の向上をめざして
　武蔵中学校区は、人権教育総合推進事業（文部科学省）の指定を受け、平成18年度からの３年間「心をつなぐまち
づくり」に向けて学校教育部会と社会教育部会が連携して人権尊重社会の実現のための実践を行ってきました。
　学校教育部会では保・幼・小・中連携プランを見直し、以下のような取組を行いました。

　

４
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、
河
野
忠
義
さ
ん
（
安
岐
町
中
園
）
が

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期

３
年
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
監
視
し
、
も
し
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
は
救
済
を
図
る
と
と
も

に
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た

り
、
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　国東市の人権擁護委員は次の皆さんです（敬称略）。市内には、現在14人の
人権擁護委員がいます。

　また、６月１日の「人権擁護委員の日」にちなみ、次のとおり相談所を開設
します。
　高齢者の人権、子どもの人権、女性の人権、同和問題、家庭内（結婚・離
婚・夫婦・親子・相続・扶養等）や隣近所のもめごと等、幅広い相談に応じま
す。むずかしい手続きも必要でなく、相談は無料で秘密は守られますので、お
気軽にご利用ください。
日時　６月１日㈪　午前10時～午後３時
場所　みんなんかん・アストくにさき・武蔵中央公民館・安岐総合支所
主催　杵築人権擁護委員協議会　大分地方法務局杵築支局
問い合わせ　人権・同和対策課　☎0978-72-0354

保・幼・小・中連携プランに基づいた、子どもの育成

人権尊重の視点に立った
園・所・学校づくり

○小１プロブレム・中１ギャップ（※）の克服
○幼児から義務教育終了を見通した教育
○発達段階に応じた教育

６月１日は「人権擁護委員の日」です。

町名

国見町

国東町

住所
伊美
向田
下成仏
来浦
鶴川

氏　名
深蔵　孝子
池本　　積
高根　美雄
安田　正文
藤原　敏郎

町名

国東町

武蔵町

住所
綱井
東堅来
麻田
吉広
糸原

氏　名
足立　和久
吉武　祥宏
岩光　　侃
清原とも子
瀧口　和男

町名

安岐町

住所
山口
下原
糸永
中園

氏　名
髙橋とし子
金本紀美子
藤谷　和生
河野　忠義

※『小１プロブレム・中１ギャップ』
　進入学後、児童・生徒を取り巻く環
境（学習や生活）が変化することによ
り、これに馴染めず不登校やいじめな
どの問題が発生することをさします。

人権が尊重される
人間関係づくり

人権が尊重される環境づくり
（楽しいこころの居場所づくり）

小 学 校
自尊感情と他者理解力の育成
自分のよさに気づき友だち
の考えに耳を傾け認め合う

自ら学ぶ力の育成
学び合う目標と希望を
持ち、最後までやり遂げる

中 学 校
実践力の育成
主体的に判断し、
行動する力

学習力の育成
自ら学び目標に
近づこうとする学習の自立

幼稚園・保育所
人との関わりと
　　　　自尊感情の育成
友だちとのかかわりを楽しむ

発達段階

人権が尊重される
学習活動づくり

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱


